

















1. Jinamitra， Surendrabodhi， Ye shes sde共訳(9世紀初頭)
'Phags pa de bzhin gshegs pa制 i'khγugs pa'i bkod pa zhes bya ba theg pa ch叩 po'i11ldo (P.大
谷No.760-6， dKon brtsegs， Dzi. 1-80a， D東北 No.50， dKon brtsegs， Kha. 1b-70a *以下
「大谷No.760-6J r東北 No.50Jを省略する。)
2，敦燦本〈防関経)(上記とは別系統。 cf.佐藤 [2001]) 
{蔵訳奥番]




1.後漢支婆迦議訳『悶悶仏国経J(f大正蔵 11，No. 313， pp. 751-764) 








表す「仏国土功徳荘厳J(Skt. buddha-bietra-guI)a“vyuha， Tib. sangs rgyas kyi zhing 
gyi yon gtan bkod pa) という語の説明がある。






2) 渓訳と蔵訳の対応、関係は佐藤 [1997] [1999] [2002]を参照のこと。
3) P. Dzi. 24b5-7， D.Kha. 21al-3， i1ri志p.105a7-9;本経の三主たる対告衆は舎利弗でおる。
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* Tib. grangs su 'gro ba (Skt. sa~khyã~ gacchati cf. Mvp. No. 6632 (機本))は， rーと称、
されるJr名付けられる」といった意味となる。原拠では，将来，それらになるとされてい
る。
6) 悶本 [1979]，佐藤 [2004] [2005]等を参照。
7) 類蜜 [1990]p. 314ff 








さて本稿で和訳研究する， r勝者向関の国土の荘厳j(以下 f荘厳J)9) の著者チョ




9) 本著者は， rs皆梯J: rGyal bαMi'納mgspα'i zhing 1αmam par ltαbα byed-Zhing 1J!cl!og der 
bgrod pa 'ithem skω (勝者間関の国土を見せるもの かの去を上国に往く階梯一一)と
rFr皆線jの直後に掲載された f阿簡の最上国関門J(1切 'khmgsTα'i zhi切符!chogsgo 'byed， 
Co ne grags pαbshad sgrub kyi gsung 'b!仰!， dPyad gzhi'i yig cha phyogs bsgrigs (天津古籍出
版社(以下 fチョネ会集J))41， 11b司 16b，pp. 174-176) の2つを先に著作していた。 f階
梯jを殆どそのまま用いてそこに?問問の最上国関門jから七支供養と謬綴を含む段を緩み




なお TBRCResource Code : P1629には， r階梯jに相当する著作の別名として，勝者間









f荘厳チョネ全集 44，1a-8a， pp. 108-111 
f階梯J: rチョネ全集 41，1a-11~ p~ 169叩 174
なお TBRCResource Code : P1629は 1階梯jに相当する著作の刊本所在として二作挙げ
る。版本の対応は今後調査が必要きである。















(以下 f階梯j) と願文 f阿橋の最上国関門jを合纂した著作である。彼が〈向




























cf立!l1，石演，福留 [1995] p. 77， Tibetan Buddhist Resourse Center (TBRC恥source
Code : P1629)，望月 [2005]pp. 128-129 
11) [書名l
bDe ba can gyi zl附19bkod bη"od ta-Zh似gder bgrodμ'i them skαsー (緩楽国土の荘厳の話
一ーその国土に往く階梯一一)
[干日本所在}
・1チョネ会集J44， 1a-10~ p~ 112-116 
{奥書]
r (10a5) これもまたシャーキャのよと丘ダクパ・シェードゥプがi刺さをもってチョネ寺におい
て編纂した[。その}筆受者は，ターイ・ラ jレン・ロサン・ドンドゥプポ (Tayi la lung 







































































(lbl.f.， r併記 1bl.ff.)師に敬礼する O






















(0.2.著作の宣審) (1 b4.f， r階梯J2a4.f.) 
昔， 1、子何関が清浄な究覚の誓顧によって摂取した妙喜国土の荘厳を，勝れた人に
より勧められたから，要約したものを私は書こう。







12) rlung gyi shing rtaは『蔵渓大辞典jによると，雲または潟とされている。〈普賢行額讃)
v.60の注釈では板楽世界に往生した者が，雲を変化して救済すると説かれるなど，雲は慈
悲による救済を連想させるものである (cf中御門 [2004])。
13) r牟尼王Jについて子封筒・独党・仏の三牟尼のうちの仏をいう o 入中論j1 1にも言及さ
れる。松下 [1983]注2には， r牟尼 (Muni)に毒事称の (Indra[主J>が付されているのは，
SOP [筆者註 f二諸分別論註jのこと] (0. 36aト2，P. 2b5ω7)によると，世尊以外に「牟尼」
と呼ばれる芦間 (sravaka)・独覚 (pratyekabuddha)とのニ者との区別を示すためであり，
直接には訪日来不思議秘密経 (Tathagatacintyaguhyanirdesa)(大正14)に基づくという。j
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6.その国土に生まれる閤
なるものを， < [開閉]経〉にお説きになった通りの義をまとめて説明しよう O
(1.世尊阿闘がかつて菩提行を学んだ時)


















14) cf.香川[1993]p. 552ω553 
本作では広悶仏の国前での警いを餐願として理解する。しかし餐願に含めない見解もある。
15) P. Dzi. 3a5-6. D. Kha. 3a4-5，流忘p.102a20-22 
16) ツオンカパは『入中論の釈論・窓越善明J(dBu制adGongs pαrab gsαl) r第六現前主主jで
田辺の生のうち他生を議定する個所に， fPrasannapada (p. 86. 1. 4-7)の中でも，等無関縁
を否定するとき，芽の等無関縁が否定されているのでゐり，仏護もまた同様に認めているか
ら，ここ[プラーサンギカの見解]では， [心・心所に限らず]色においても等無関縁を認
める見解であるJ(cf.小川 [1988]p. 380，ツルティム，藤伸 [2002]p. 87)といって，大
乗教学のうち，唯心派では心やその連続性のみに実在性を認めるのに対して，中続熔謬論証
派ではそれ以外の物質的なものについても連続性を認めるとL、う。
17) P. Dzi. 3b2. D. Kha. 3a7，流志p.102a25 
18) P. Dzi. 3b6ω7. D. Kha. 3b3-4，流宏、p.102a28-29 
19) P. Dzi. 4al-2. D. Kha. 3b5叩6，流五士、p.102bト3
20) 原拠では「ーしたならば，諸仏(類語)を欺くとせよ」という文体が通常である (cf光




























22) r荘厳Jr階梯j共に 'chagspaとあるが chagspaと読むor階梯jはこの夜後に i[無数
の]勝者の海のもとで発心なさったことにより，広大な誓願の海をたてたカにより，清浄国
土の海を摂取した。jを{寸す。
23) P. DzI. 26b6-27a3， D.Kha. 22t刈-23al，流志p.105a28-b4 
24) 黒山は〈供会論!3~主釈> (cf. D No. 4090， 146a7-bl)に説明がある。中インドから向かっ
て北のヒマラヤ方向にある険山。


















3.2.人々の服 (3a5.f， r階梯J5a3.f.) 
人々の衣服は如意樹から生じた衣服一一良い香りと五色を具えてし、る。欲するもの
が自分の衣服になる 30)。
3.3.食物 (3bl.f. ， r時梯J5a4.f.) 
食物は自分の欲するどんなものも，その通りに面前に宝の器の中に生ずるし， [そ
の]色・香・味は神の食事のようである。食物を食べても人々に大使と小便と唾と渓
26) P. Dzi. 27a8-b3， D.Kha. 23a6叩b1，来志p.105b5ω7 
27) P. Dzi. 27b8-a1， D.Kha. 23b5-6，流志p.105b9寸O
(金光明経)r徐病品J(D. No. 556， Pa 259a1， r大正毅J16， No. 665， 448a-b)にこれらの
ま首長，減少が四1:3四病の原因とされている。また実寺 [1993]p. 49によると， i詮幸見 ftま起
絞釈 (D.No. 3995， Chi. 21b5-22a1)に， r風は病で;loり，大病であるjという教証に関し
て，風は厳密には病そのものではないが， )武 (vata)，胆汁 (pitta)，粘i液 (sle号man) とい
う三要素の不認和を意味する過失 (dosa)の1っとして，病気の鴎であることが説かれて
いる。
cf中JI[1989] pp. 27-28，中JI![1993] pp. 123-130 
28) P. Dzi. 28al-3， D.Kha. 23b6-7，流志p.105bll-12 
29) P. Dzi. 28a3-5， D.Kha. 23b7山24a2，流志p.105b13-14 
30) P. Dzi. 28a5-6， D.Kha. 24a2，流宏、p.105b14-18
30 係数大学総合研究所紀要 第14号
はない31)。

















(3.6.職業，遊戯) (4al.f.， r階梯J6a3.f.) 
さらに交易と農業を行う者たちはなくて 36) 遊戯も法悦による遊戯以外に，染汚
ある遊戯はない37)。
(3.7.音声，光明) (4al.f.， r階梯J6a4.f.) 
樹々からも意に適った最高の音声が生じて 38) 常に仏の光明により遍満される以
タト， 日月はないし閣もない 39)。
31) P. Dzi. 28bl-6， D.Kha. 24a4-7，流志p.105b19-20 
32) P. Dzi. 28b8-29a4， D.Kha. 24b2-5，流志p.105b20-22， 27-29， c13-15 
33) P. Dzi. 29a4-7， D.Kha. 24b5-7，流志p.105cl5-17 
34) 色界の第一禅は尋・伺と喜・楽"a:そなえている。第二禅は尋・何を捨てて，喜・楽をそな
えている。第三袴は喜を捨てて，楽を具えている。
35) P. Dzi. 29a8-30b2， D.Kha. 25al-26a1，流宏、p.105cl9-24 
36) P. Dzi. 31abシ5，D. Kha. 27al-2，流志 p.105c2←26 
商業活動等は仏道修行にとって好ましくないとされている (cfツルテイム，小谷 [1991]
pp. 150司 151，232-233)。
37) P. Dzi. 31abシ6，D. Kha. 27a2-3，流志 p.105c26-27 
38) P. Dzi. 31ab6-32a2， D.Kha. 27a3-6，流志p.105c27-29 
39) P. Dzi. 32a6-8， D.Kha. 27b2-4，流志 p.106a3-5 
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4.1.正等覚者間関[仏]の清浄な芦間のサンガ (4a6.f， r~普梯J 7a2.f.) 
正等覚者向関[仏]の清浄な戸開のサンガは無数であり，無量である。それも仏以
外に世間の算術家の誰も数えることができなし、。言い換えるなら f無量jといわれる
40) 階梯jは誤ってペチヤ 6aの後に 7bを.7aの後に 6bを富CIまして影印している。
41) P. Dzi. 32b6-33a7. D. Kha. 28a1-b1，流志 p.106a1ト20










(4.2.食事) (4b2.f， r措梯j7 a6.ff.) 47) 
食の時に至ったならば，鉢に賢れた諸々の食事は望み通りに主主じ，それも二，三口
ほどによって満足するで為ろう 480
(4.3. 田堕罪) (4b3.ff.， r階梯j7bl.f.) 
そこでは四堕罪は生じないので， [間関]仏も 49)lm堕罪と相応した法50)を説か
ず 5]) 最初から空性と相応した法を説く 52)。彼ら[声開]は利根の者のみであり，
出家の過患とされるものは彼らにはない。
(4.4.虚空間法) (4b4.f.， r階梯J7b3.f.) 
[阿関]仏が法を説く時，もしも[かの仏が]虚空に浮かんだならば，そこで神力
の為る[声開]，ない[声聞]両者とも虚空に浮かんで開法できる 53)。
(4.5.浬繋) (4b4.f， r階梯J7b4.ff.) 
彼ら戸開が浬繋したいと望む時，謹々の神変変幻を示して漫繋する 54)。





43) P. Dzi. 34b8四35a4，D. Kha. 29b6-30a3，流志p.106bl-6
44) P. Dzi. 35b1山6，D. Kha. 30a6-b3，流志p.106b14叩 18
45) P. Dzi. 36a6， D.Kha. 31a2-3，流志p.106b27-28 
46) P. Dzi. 36a7“b2， D. Kha. 31a3-6 
47) r階梯jは誤ってペチャ 6aの後に 7bを， 7aの後に 6bを記置して影印している。
48) P. Dzi. 36b2-3， D.Kha. 31a6，流志 p.106cl7“18;光JlI[1990] p. 267には「それらの食事
は23の食事がととのえられるJとあるが，原拠には dedag zas kha ma / gnyis sam gsum 
tsam gyisなどとゐり，本著と一致する0
49) kyi kyangとあるが文脈から kyiskyangとする。
50) 声調の別解脱戒における白波羅夷や，それらからの遼浄の法であろうか。
51) P. Dzi. 36b4-6， D. Kha. 31a7-b1 
52) 原拠には山由説法がなされるという。なおく集学論)では銭根の初学者に最初から深い笠
性の法を説くことは，菩薩戒の根本堕罪と 1つとされている。
53) P. Dzi. 38a4子， D. Kha. 32b5-7，流志p.106cl9-21 
54) P. Dzi. 38a8-b7， D.Kha. 33al-6，武志p.106c22-24 























56) P. Dzi. 39b7叩40a2，D. Kha. 34a5“7，流志p.107a17 
57) P. Dzi. 40a8叩b4，D. Kha. 34b←7，流宏、欠
58) P. Dzi. 40b4-4la1， D.Kha. 34b7-35a4，流志p.107a24-25 





59) P. Dzi. 41al-7， D.Kha. 35a4-b2，流志p.107a27-b1 
60) P. Dzi. 42al-2. DKha.36a2-3，来志p.107bll叩 14
61) 本文は rde dag gis tshe gcig lasJだが，原拠には ftshegcig laJ (P. Dzi. 42b4. D. Kha 
36b5) 
62) P. Dzi. 43a2-7， D.Kha. 37a2-6，流志p.107b28-c5 
63) P. Dzi. 44bl-2， D.Kha. 38a6，流志、p.108c7叩 10





(5.5.間関仏の入滅と法の継承) (5a5.f， r~酎弟J A.8b5.f.) 
かの何関仏は寿命は百万大劫に往してから， [変化身として]浬繋の作法を示した
後に，大番象菩蕗がまさにその[伺閤の仏]国土自体において[金蓮華如来として]

















65) P. Dzi. 44a6-8. D. Kha. 38a4-5 慈魔は他化自在天のことかと窓、われる0
66) P. Dzi. 52b3， D.Kha. 45b4， P. Dzi. 61a2， D.Kha. 53a4-5，定志 p.109a15 
67) P. Dzi. 52a2ωb5守D.Kha. 45a4宇b6
68) P. Dzi. 57b3-6. D. Kha. 50a4-6，流宏、 p.109bb1ト13，20ω21， cl2同16
69) P. Dzi. 52b5-53a2， D.Kha. 45b6叩46a3，流志p.109a17 -18 
70) P. Dzi. 75b4-76a5， D.Kha. 66a4山b5，流宏、 p.112a19四24
テキストの状態が悪く「強く祈願J以下，一部解説不能である。
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(6.その国土に生まれる菌)























71) P. Dzi. 58a7， D.Kha. 50b6，流志 p.109c23から 8牽が始まる。ここの科文は例えば P.Dzi 
58b3-4， D.Kha. 51a3，流志p.110a2に見られる 6主主の定型勾である。
72) P. Dzi. 58a8-b3， D.Kha. 50b8-51a2，流志 p.109c24-28 
73) P. Dzi. 58b4-59b2， D.51a3-b7，流志pp.109c28-110a4 
1w-拠に本文中の「衆生利益をなして仏を得るよう餐い」はない。
74) P. Dzi. 61b3-62a3， D.Kha. 53b4-54a4，流志 p.110a21“b5，あるいは P.Dzi. 62a6マ， D. 
Kha.54a6マあたりか。
75) P. Dzi. 63a8-b2， D.Kha. 55a7-bl，流志p.110b11-14あたりか。
76) P. Dzi. 66bl-67a1， D.Kha. 58a3-b2，流志p.10 
77) P. DzI. 72b4-75b4， D.Kha. 63b4-66a5，流志向 111cl5-112a19あたりか。
78) 階梯jのIE[後に収録された懇願文 rsn1悶の最上回関門jのことかと思われる。
36 係数大学総合研究所紀要 第14号



























分は，阿僚の最上国関門J(Mi 'khrugsμ'i zhi時間chogsgo 'byed)，チョネ全集j41， 
llb4寸3b4である。〈大解脱経〉は漢文からの重訳とされるが詳繍は不明。正式名称は 'Phags
pa thαrpαchen po phyogs Sl rgyas pa 'gyod tshangs kyis sdig sby仰 IgSte sangsγ"lfyas Sl grub par 
打開mpar bkod pa zhes byιba theg pa chen po'i mdo，引用箇所はP.大谷No.930， Zu. 254al-2， 
D東北No.264， 'A.232b6である。

























80) r荘厳jは印刷不鮮明であるが，一応 rma lus paJとするor階梯jに対応諾匂はなし。
81) ツオンカパ著の極楽願文〈最上国関門〉の末尾 (cf.P大谷NQ6071， GL 101b7-&小野田






























著述したし]刊行筆記者82)は比丘ガクワン・タシ (Ngagdbang bkra shis)である。
吉祥たれ!






• r極楽国土の荘厳の話一ーその盟土に往く階梯 (bDeba c仰が訪れ19bkod 
brjod pa-Zhing der bgrod pa'i them skas-)， rチョネ全集j44， A Zhing bkod， 1a -10a， 
pp.112“116 
・1甚深道ポワの口訣類J(Zab lam 'pho ba'i 11仰 ngaggi skor) ， rチョネ全集j37， 
Kha. 1a-6a， pp. 57-59 
・1資趨回と関係する精髄の実践一一後楽に往く養き道一-J (Tshogs zhiηgd仰 g
'brel ba'i s叩初gpo'i nyams len-bDe ba caη du 'gro ba'i lam bZa1な一)， rチョネ全集j
43， Kha. 1a-5b， pp. 99-101 
・H無量]寿の儀軌一一無死の吉祥を与えるもの--J(Tshe cho ga一'Chimed dPal 
ster-)， rチョネ全集J37， Kha (tshe). 1a-24a， pp. 25-36 
• r寿命丸の成就と寿命i蓮頂の作法一一無死吉祥の施与一-J(Tshe ril sgrub pa dang 
tshe db仰 :gbskur tshulー 'Chimed dpal ster-)， rチョネ全集J37， Kha Ctshe sgrub). 
1aω6a， pp. 37司 39
・f寿命丸を成就する作法一一無死の吉祥の施与一-j (Tsheバlbsgrub tshul-'Chi 
1Iled dPal s byiη…)， rチョネ全集J37， Kha (tshe dbang). 1a時2b，p. 40 
• r文殊から尊者リンポチェなどに伝承された文殊流の無量寿五尊の認可J(']am 
dbyangs叩 srブeriηpo che sogs la brgyud pa'i 'jam lugs tshe dPag lha lnga'iη・'esgnang)， 






軌，見の要約[である]これは-J (29a3-5) といって 5つの著作が lつにまとめ
られている。そのうち，第 1の f措梯j以外の著作の概要は，以下のとおりである0
・f間関の最上国関門J(Mi'肋rugspa'i訪れtg1I1chog sgo 'byed)， rチョネ全集J41， 































• No Title， rチョネ全集J41， 20b2-29a1， p. 178司 183
「見の導きの略論」でゐる。尊師ツオンカパのグル・ヨーガと関連した空観の指導
書であり，倍額形式で説かれている。まずツオンカパを観想し，グル・ヨーガを行う。










だけある O しかし，その他の奥書きにはゲルツェン・ペルサンポ (rGyalmtshan 
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Studies， Vol. 52-2， 2004 
・f間関仏恩土の声聞と菩露の修行J(f稜智段大学研究紀姿j 5，2004年)








































• r間関仏と阿弥柁仏J<r~n度学仏教学研究J 10“2， 1962年)
頼富本宏
.察、教仏の研究j，法綾館， 1990年
